


人間の土地  改版
サン=テグジュペリ著  堀口大學訳  新潮社  1998 
【大学図・1F開架  Shincho/サ1/2】

大学院人文科学研究科 D3・男
　サン＝テグジュペリというと『星の王子さま』が有名だが、この本
は、彼の本業である飛行士としての実体験からの、いわば「悟り」
を描く。エッセイとも小説ともいえる文体によって、彼がぶつから
ざるをえなかった人間の問題、その本質を飛行機乗りという空の
上の孤独な、しかし世界の豊かさを目の当たりにする職業から捉
えようとする。友人やあるいは自分と無関係の他人とのつながり、
さらには世界とのつながり、自分の責任など、今後の人生のために
くみ取れることは多いのではないか。

数学セミナー 2012年4月号
日本評論社   【 410.5/1//P 】

理学部数学科 4年・男
理学部の皆へ。 
　合格おめでとう。ようこそ学習院大学へ。早速だが、君たちは明日から
「高校数学と大学数学とのギャップ」に悩む。（確定事項☆）
　雑誌「数学セミナー」の2012年4月号に特集「高校数学と大学数学の架
け橋」という記事がある。これを読んで、少しでもムダに悩む時間を減
らして欲しい。
　数学科図書室（南4号館3階）にファイリングされているから、司書のお
姉さん（←ここ大切）に「これ、どこ～？」と聞いてみよう。

僕は、だれの真似もしない
前刀禎明著  アスコム  2012 
【 大学図・1F開架  Best/2012 】

大学院自然科学研究科 1年・男 
　iPhone使っていますよね。カッコいい、持っていて楽しいなど
評価はいろいろ。もし、なぜAppleがこんな製品を開発できた
のかと思ったら本書を。「使いやすい」ということを徹底的に考
えたのではありません。今の不況脱出のヒントも得られます。

「集団主義」という錯覚 : 
日本人論の思い違いとその由来　
高野陽太郎著  新曜社  2008 
【大学図・1F開架  301.3/406 】

文学部心理学科 4年・男
　2008年に刊行された日本人が「個人より集団を優先して行動する」傾向
が科学的・統計的に分析すると、誤りであることを明らかにした一冊である。
　特に心理学科の1年生（2年生以上も含む）に一読して頂きたい。世間に
まかり通る「通説」に対する疑問を見出す感性、具体的・実証的な手段で物
事を分析・判断する態勢は、学問を究めるにあたって重要なことである。
　この本は非常に読みやすく、手頃に気軽に心理学の世界や研究方法を
知ることができる。「通説」をいかにして打破していくかについてのプロセ
スは、心理学科以外の学生にも有益な知見になることでしょう。

現代政治理論  新版
W. キムリッカ著  日本経済評論社  2005 
【 大学図・1F開架  310.1/509a 】

文学部哲学科 2年・男
　多文化主義やシティズンシップ理論の研究で知られる一線の
政治哲学者による政治哲学の入門書。正義論を中心に現代政
治哲学の主要な立場がバランスよくまとめられており、倫理学
の概説書としての評価も高い。政治学科・哲学科の新入生はも
ちろん、広く社会科学を専攻する学生すべてにおすすめしたい。

解析入門 1
杉浦光夫著　
東京大学出版会  1980
【 大学図・書庫  414/200/1 】 

理学部数学科 3年・男
　数学科1年生は読んでおくといいと思い
ます。微積の基礎はこれで極められます！
学年が上がっても使い続けられるので1冊
買っておくとさらにいいと思います。

経済学批判
カール・マルクス著
岩波書店   1956
【 大学図・書庫  081.2/33A/145 】 

大学院人文科学研究科 M2・男 

法哲学入門
長尾龍一著   講談社  2007
【大学図・1F開架  081.2/61/1801】

法学部法学科 4年・男
　読みやすく、面白い。法学科の人は是非。

南極点の
ピアピア動画
野尻 抱介著
早川書房  2012

先輩たちが新入生向けに「
オススメの本」を紹介して

くれました。どの紹介文か
らも、熱い思

いが伝わってきます！ こ
こで紹介されている資料

のうち本学で所蔵してい
る資料は、紹介

文と一緒に大学図書館1階
に展示予定ですので、実際

の本も手に取ってみてくだ
さい。

大学生のためのレポート・論文術  新版
小笠原喜康著　講談社　2009

【 大学図・1F開架  816.5A/O22d 】

夜と霧  新版
ヴィクトール・E・フランクル著  池田香代子訳

みすず書房  2002  【 大学図・1F開架  944/42a 】

“   ”本オススメの   はこれだ！新入生諸君 !!!!




